
行政事務
総務部 広報課

令和６年度採用

わたしを表すKEYWORD

福島県のマスコットキャラクターである

キビタンとベコ太郎のファンです。広報課

では時々キビタンとベコ太郎に会えるので、

そのかわいさにいつも癒やされています。

# キビタンとベコ太郎

福島県に来て５年目ですが、まだまだ知

らないことばかりです。そのため、休日に

は行ったことのない市町村を訪れて、いろ

いろな場所を巡っています。目指せ県内５

９市町村制覇！

福島県の魅力を世界に発信しま
す！
主に県公式X（旧Twitter）と県公式LINEの運用などを

行っています。具体的には、庁内から頂いた原稿を確認し、

場合によっては校正してSNSに掲載しています。

SNSは皆様に直接情報を届けることができるツールなの

で、福島県の魅力や現状を県内外の多くの方に知っていた

だくために、正確かつ分かりやすい発信ができるよう心が

けています。

大学進学を機に福島県に引っ越してきたのです

が、福島県の人や自然などに魅了され、ここで暮

らしていくことに決めました。大学で災害や復興

について研究していたことから、様々な形で福島

県の復興に貢献したいと考え、県職員を志望しま

した。

県職員を目指した理由

#福島勉強中

#ＳＮＳ

# おいしいもの好き

# 野球観戦

職場の雰囲気について

広報課では、職員同士が常にコミュニケーションをとりながら仕事をしており、私が困っていると

すぐに助けてくださいます。

親のように接してくださる上司の方々をはじめ、職員の皆さんは明るく優しい方ばかりで、本当に

楽しい職場です。



この1年間で印象に残った経験

県民の方から直接「県のSNS見てるよ！」と言っ

ていただいたことです。普段XとLINEの閲覧数が伸

びないことに悩んでおり、県民の方に本当に届いて

いるのか不安になることもありました。そんなとき

に実際に見てくださっている方にお会いして、嬉し

くなると同時に、もっと福島県のことを皆様に伝え

られるように頑張ろうと強く思いました。

新採用職員研修・サポート職員制度の感想

最初は仕事ができるか不安でしたが、入庁直後に

新採用職員研修を受講し、電話対応などの基礎から

学べたので、安心して仕事を始められました。

また、サポート職員の方がいつもどんなことでも

教えてくださるので、今は仕事への不安は一切あり

ません。

福島県の復興に貢献することです。県民の皆様が求めていることをよく見て、よく聴いて、

よく考えることを意識し、誠実に向き合っていくことで、少しでも復興の一助になりたいと考

えています。まだ未熟ではありますが、尊敬する先輩方のように福島県のために尽力していき

たいです。

とある一日のスケジュール

● 8:30

● 8:45

● 11:00

● 12:00

メールチェック

知事定例記者会見
の準備や対応

資料作成

昼休み

● 13:00

● 14:00

● 15:30

● 16:30

● 17:15

庶務業務

X、LINEの掲載

県のプレスリリースの確認

資料作成

終業

（令和7年3月現在）

↑打ち合わせの様子

↑知事定例記者会見の準備をする様子

福島県職員として実現したいこと、目標としていること
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